
第７章 

薬物使用の重症度 

生涯、年間、および 30 日間の使用頻度前の章では、さまざまな期間の使用の物質（薬

物）経験率に主に焦点を当てたが、物質（薬物）使用の重症度を理解するには、使用頻度

に関するより詳細な情報が重要である。表 7-1a は、生涯、12 か月（年）、および 30 日間

（月）の期間におけるさまざまな薬物の使用頻度に関するデータを示している。表 7-1b、

7-1c、および 7-1d は、加熱吸引(Vaping)、大量飲酒、紙巻きたばこの使用、およびその他

のたばこ製品の使用に関する追加の使用頻度の推定値を示している。これらの表に示され

ているように、多くの物質（薬物）の生涯使用経験者のかなりの部分は、1 回か 2 回の使

用しか報告していない試し使用経験者である。  

 

特定の物質（薬物）が、使用頻度の高さで際立っている。  

• 2023 年調査において、これまでに常習的にニコチンを加熱吸引(Vaping)したことがある

と回答した生徒の割合は、8 年生で 4.8%、10 年生で 7.1%、12 年生で 12.7%であった

(表 7-1c)。ニコチン加熱吸引 (Nicotine vaping)は、これらの学年のすべての物質（薬物）

の中で最も頻繁に使用される物質（薬物）のひとつである。  

• 2023 年調査において、常習的に「香料だけ」を吸ったことがあると報告した生徒の割合

は、8 年生で 2.9%、10 年生で 3.5%、12 年生で 5.1% であった。  

•  2023 年には、「香料だけ」を常習的に吸ったことがあると報告した生徒の割合は、3 つの

学年で 0.4%から 0.5%の範囲であり、ゼロに近い (結果は表に示されていない)。これら

の結果は、「香料だけ」を吸ったことのあるほとんどの生徒が、ニコチンの代用品として

香料を吸ったのではなく、ニコチン吸入に加えて香料吸ったことを示している。 

• 2023 年調査において、常習的に大麻・マリファナを吸ったことがあると報告した生徒の

割合は、8 年生で 1.9%、10 年生で 4.9%、12 年生で 8.4% であった。  

• 暴飲の尺度の 1 つである「大量飲酒」は、MTF では、過去 2 週間に 5 杯以上連続して飲

んだ回数とした。表 7-1b は、2023 年調査において、この行動をとった各学年の生徒の

約半数が過去 2 週間に複数回行ったことを示したものである。その割合は、8 年生、10

年生、12 年生で 2.0%、5.4%、10.2%であり、学年によって大きく異なる。  

• 大麻・マリファナについては、2023 年調査において、これまでに 20 回以上使用したと報

告した生徒は、8 年生、10 年生、12 年生のそれぞれ 2.4%、7.1%、15.4%であり、試し

使用経験よりも割合が最も高い(表 7-1a)。  

•デルタ-8 使用は、12 年生の生徒では、大麻・マリファナの使用ほど多くない。デルタ-8

は、大麻・マリファナの精神活性成分であるデルタ-9THC の異性体を含む麻由来の製品

である。デルタ-8 を使用経験のある生徒の中には、自分が経験する高揚感を「マリファ

ナライト」と表現する者もいる。2023 年調査では、12 年生の 2.8% がこれまでに 20 回

以上デルタ 8 使用したと報告しており、これは大麻・マリファナの 15% と比較して少な



い。デルタ-8 は比較的新しい製品であり、これらの低いレベルであってもこの物質（薬

物）が繰り返し使用されていることから、その新規性により近年その使用が促進される

可能性があることを示唆している。将来の数年の調査により、生徒がデルタ-8 をより頻

繁に使用し始めるかどうかが明らかになると考えられる。(2023 年調査では、12 年生の

みにデルタ-8 の使用について調査した)。  

 

現在の日常的な物質（薬物）使用経験率  

違法薬物または合法薬物の頻繁な使用は、青少年の健康と安全にとって大きな懸念事項で

ある。付録 D の表 7-1a および表 D-1 から D-64 は、さまざまなクラスの違法薬物の現在

の毎日またはほぼ毎日の使用経験率を示している。表 7-1a は、大麻・マリファナ、アルコ

ール、その他の薬物の 1 日の使用レベルを示している。ここでは、1 日の使用は過去 30 日

間に 20 回以上使用することと定義した。表 7-1c は、紙巻きたばこ、無煙たばこ、ニコチ

ン加熱吸引（Nicotine vaping）の 1 日あたりの使用レベルを示している。紙巻きたばこお

よびニコチン加熱吸引（Nicotine vaping）の毎日の使用は、過去 30 日間のうち 30 日間の

使用として定義した。無煙たばこの場合、1 日の使用は「1 日 1 回程度」、または過去 30 日

間にそれ以上の頻度と定義した。  

•ニコチン加熱吸引（Nicotine vaping）は、毎日使用と回答された物質（薬物）のなかで

最高レベルの 1 つである。過去 30 日間に電子たばこの毎日使用を報告した生徒の割合は、

8 年生で 1.4%、10 年生で 2.4%、12 年生で 5.8%であった。  

• 2023 年調査において、過去 30 日間に 1 日あたり 1 本以上のたばこ（シガレット）を使

用したと報告した生徒の割合は、8、10、12 学年でそれぞれ 0.4%、0.9%、0.8% であっ

た。  

•無煙たばこの毎日の使用レベルは、たばこの毎日の使用とほぼ同じで、8 年生、10 年生、

12 年生でそれぞれ 0.4%、0.5%、0.4%であった。しかし、第 4 章で論じたように、男性

のレベルがかなり高い。  

• 2023 年調査において、大麻・マリファナの毎日の使用のレベルは高く、過去 30 日間に 

20 回以上使用した生徒は、8 年生、10 年生、12 年生でそれぞれ 0.9%、2.7%、6.4% であ

った。従って、中等学校の高学年では、約 16 人に 1 人が現在毎日マリファナを使用して

いる。  

• 2023 年調査では、毎日アルコールを使用（飲酒）したと報告した 8 年生、10 年生、12 

年生の割合は、それぞれ 0.2%、0.4%、0.9% であった。  

•他の違法薬物については、過去30 日間に 20回以上使用した生徒の1 日当たりの使用は、

12 年生では 0.2%以下であった (表 7-1a)。この数字は低いが、例えば、2023 年に調査し

た中等学校クラスの 1% は全国で 20,000 人超に相当するので、これらの数字は取るに足

らないということはできない。  

•エナジードリンクについては、8 年生、10 年生、12 年生の生徒の 13%から 18%が、1 日



に 1 つ以上のエナジードリンクを消費することと定義したエナジードリンクの毎日使用を

報告している (表 7-1e)。エナジードリンクの使用は、「『エナジードリンク』とは、レッ

ドブル、フルスロットル、モンスター、ロックスターなどの飲料を含む、通常大量のカフ

ェインを含むノンアルコール飲料である」という説明をして調査し、回答者には毎日何杯

飲むかを報告するよう求めた。  

MTF が調査したほとんどの物質（薬物）とは異なり、エナジードリンクは青少年が購入

して消費することが合法である (以下のエネルギー「ショット」も同様)。カフェインは

これらの製品の主要な有効成分であり、メタンフェタミンなどの他の覚醒剤によって引き

起こされるようなドーパミンの大きな急増を引き起こさないため、嗜癖性のある覚醒剤

とは見なされない。それにもかかわらず、これらの製品からの高レベルのカフェインを使

用すると、依存を引き起こし、使用が減少すると軽度の離脱症状を引き起こす可能性が

ある。このため、エナジードリンクの高レベルの使用は他の薬物の使用と悪影響を与え

る可能性がある。 

•エネルギーショットについては、8 年生、10 年生、12 年生の生徒の 3〜4%が、1 日に 1

つ以上のエネルギーショットを消費することと定義したエネルギーショットの毎日使用

を報告している。これらは通常、わずか 2〜3 オンスの容器に入っているものである。  

 

2023 年の１２年生から報告された物質（薬物）使用によるハイ（高揚）の程度と期間  

思春期の若者がさまざまな薬物を使用する理由として挙げる理由 1 のなかで、意識が変化

する状態を達成すること、つまり「ハイになる」ことが多くの者にとって中心的な目的で

ある。MTF は、12 年生の自己申告による「ハイ」の程度またはその持続時間を、集団レ

ベルでの傾向と薬物間の変動の両方の観点から評価した。MTF が長年行ってきたように、

これらの主観的な経験を測定し、時間の経過に伴う変化を監視することは、疫学的および

政策的観点から役立つ可能性がある。これらのデータは、「ハイ」であることの経験にお

ける多様な質的な違いには対処していないが、「ハイ」の程度と持続時間という 2 つの重要

な側面の有用な説明を提供するものである。12 年生の回答者に、6 つのアンケートフォー

ムの 1 つで、大麻・マリファナの使用時やアルコールの使用時に、通常どのくらい「ハイ」

になるか、どのくらいの期間「ハイ」の状態を維持するかを示すように求めた。「ハイ」と

いう用語は回答者に対して定義されていないが、通常人々はそれを、物質（薬物）を服用

することによって正常な認知機能と感情状態が変化する程度として解釈していると仮定し

た。  

表 7-2 と表 7-3 は、大麻・マリファナとアルコールの推定値を示したものである。これら

の物質（薬物）は、「ハイ」の程度とその持続時間の推定値について、少なくとも 50 人の

回答者が得られたと言う要件を満たしていた。これらに関する調査の質問は、無作為に選

択された 12 年生のアンケートの 6 分の 1 にのみに示され、対象を過去 12 か月間に薬物を

使用した者に限り、物質（薬物）の使用に関連する「ハイ」の程度と時間について報告す



るように求めたため、サンプルサイズは限られている。  

これらの表は、物質（薬物）使用による「ハイ」の程度とその持続時間の傾向を 2 つの方

法で示したものである。まず、最近物質（薬物）を使用した者での薬物による意識変化の

経験の程度を示すために、過去１年間に物質（薬物）使用した者について「ハイ」経験の

程度ごとにその割合を示した（上の表）。次に、結果は、そのアンケートフォームに回答し

たすべての回答者の割合としても表示し、それによって、研究中の母集団全体の割合とし

て物質（薬物）によって誘発される「ハイ」の経験率を示した（下の表）。  

•大麻・マリファナは強い高揚感を生み出し、2023 年調査では、使用者の 20%が使用した 

ときに通常「非常にハイになる」と報告し、さらに 49%が通常「中程度にハイになる」と

答えた。過去数年間、大麻・マリファナは、高揚感（「ハイ」）の惹起に関して、コカイン、

精神安定剤、ヘロイン以外のあへん系麻薬、アンフェタミン、アルコールを上回り、幻覚

剤(LSD を含む)より下であった。12 年生の使用者では、大麻・マリファナは、「非常にハ

イ」にする物質（薬物）の上位にランクされている。  

• 2023 年調査では、アルコールを使用する 12 年生の大部分のうち、飲酒すると通常非常 

に「ハイ」になると答えたのは比較的少数 (7%) であったが、かなりの部分 (34%) が通 

常中程度または非常に「ハイ」になると答えた。 

  

表 7-2 と表 7-3 は、同じ物質（薬物）の使用者が経験した「ハイ」の持続時間に関する傾

向データを下のパネルに示したものである。 

•2023 年調査では、大麻・マリファナ使用者の約半数(47%)が通常 1〜2 時間ハイの状態

にあると回答し、使用者のほぼ 5 人に 2 人(36%)が通常 3〜6 時間ハイ状態を維持してい

ると回答、残りの 11%が通常 7 時間以上ハイ状態を維持していると回答した。このよう

に、大麻・マリファナに関しては、使用者によってハイ状態の維持時間にはかなりのば

らつきがある。  

•アルコールに関しては、使用者のかなりの割合(2023 年は 37%)が、アルコールを使用

しても通常ハイになることはないと回答した。  

 

物質（薬物）使用による「ハイ（高揚感）」の程度と時間の傾向  

MTF は、調査が開始された 1975 年以降、青少年が経験する物質（薬物）使用による高揚

感の程度と期間の傾向を記録してきた。以下では、大麻・マリファナとアルコールの傾向

について説明する。  

•大麻・マリファナ使用者が通常達成する「ハイ」水準は、2000 年代初頭に認められた

高い水準にとどまっており、それ以降、一貫した増減は見られない(表 7-2)。通常「中

程度」または「非常に」ハイになる大麻・マリファナ使用者の割合は、過去 10 年半の

間、約 74%で推移しており(2023 年は 69%)、調査対象とした他のどの期間よりも高い

レベルであった。2000 年代初頭以前は、青少年が経験する「ハイ」の程度は、大麻・



マリファナの全体的な普及率と大まかに連動しており、経験率が増加するにつれて「ハ

イ」のレベルが上昇し、逆に経験率が減少すると低下した。1990 年代の薬物再発期

（第２次乱用期）には、12 年生では、中等度または非常に高い「ハイ」状態になる割

合は、1990 年代初頭の約 65%から、大麻・マリファナの普及率が上昇した末期には

75%に増加した。再発期前の 1970 年代後半から 1980 年代にかけて、得られた高い「ハ

イ」経験は、この期間に使用経験率が低下し横ばいになったため、全体的な低下と横

ばいを示した。   

 

大麻・マリファナ使用による「ハイ」の持続時間の傾向は、「ハイ」程度の傾向と似てい

る。3 時間以上「ハイ」の状態になると答えた使用者の割合は、過去 16 年間でほぼ横ばい

で、約 43%(2023 年は 47%)で推移している。2000 年代初頭以前についてみると、「ハイ」

の程度と持続時間は、ともに 1990 年代には増加し、1970 年代後半から 1980 年代にかけて

は減少し、全体的な大麻・マリファナ経験率に連動していた。この減少は、一部は大麻・

マリファナを使用しても、軽度に使用する 12 年生の数が増加したこと、また一部は、大

麻・マリファナ使用に最も傾きやすいグループ内でも、より強度の低い使用へシフトした

ことによる可能性がある 2 。3 時間以上「ハイ」の状態が持続する使用者の割合は、1988

年に 35%の低さになり、これは、1975 年の調査開始時の 52%という最高値とは対照的で

ある。重要であるのは、2019 年調査時の大麻・マリファナ使用による「ハイ」の持続時間

が、1970 年代半ばに観察された記録的な高値ではなかった点である。  

MTF 調査の 40 年間で大麻・マリファナの THC(テトラヒドロカンナビノール)含有量が

大幅に増加したが、大麻・マリファナによる「ハイ」の程度と持続時間は、その影響は低

い。国立薬物乱用研究所(NIDA)が一部後援する「大麻・マリファナ効力プログラム」では

米国の法執行機関によって押収された数万の大麻製剤が分析された。1975 年には、押収さ

れたサンプル中の THC の平均濃度は 0.74%であったが、その後、1985 年には 2.82%、

1995 年には 3.75%、2005 年には 7.2%、2013 年にはほぼ 13%と確実に上昇している３，４。

上記のように、思春期の若者が報告した大麻・マリファナによる「ハイ」の程度と持続時

間には、そのような 15 倍もの増加は見られない。 

全体として、これらの結果は、思春期の大麻・マリファナ使用者が「ハイ」の程度とその

持続時間を得るために自分の摂取量を自分で漸増したので、長年にわたって大麻・マリフ

ァナの効力が大幅に変化したにもかかわらず、MTF 調査の過程では、大麻・マリファナ使

用による「ハイ」の程度とその持続時間がほとんど変化していないことを示唆している。  

•アルコールに関しては、12 年生の飲酒者のうち、通常 7 時間以上アルコールを飲んで

いる者の割合は、2023 年調査では 2.4%で、過去 20 年間にわたって横ばいで推移してい

る(表 7-3)。2023 年には、アルコールにより通常非常に「ハイ」になると報告した者は

12 年生飲酒経験者の 7.4%で、これは研究期間中に観察される 6%から 13%の範囲に収

まる。 



• LSD に関しては、その経験率が低いため、LSD による「ハイ」の程度と持続時間に関

する質問は、他の調査の質問の余地を確保するために、2015 年に廃止した。LSD に関

する 2014 年までの詳細な推計は、このモノグラフの 2014 年版に記載した。LSD 使用

者が報告した「ハイ」の程度には、はっきりと識別できる長期的パターンは存在せず、

毎年かなりの割合の LSD 使用者が強烈な「ハイ」体験を報告しているが、1990 年代後

半以降、「ハイ」の平均持続時間は大幅に減少した。2001 年以降、LSD 使用の経験率

は急激に低下した。これは、LSD で「ハイ」になったと答えた全回答者の割合が減少

したことにも反映されている。LSD による「ハイ」の平均時間は、1990 年代半ばから

2014 年にかけていくらか減少した。  

• 2019 年以降、経験率が低いため、LSD 以外の幻覚剤、コカイン、ヘロイン以外のあ

へん系麻薬、アンフェタミン、精神安定剤など、多くの薬物による高揚感の程度と持続

時間を確実に推定することができなかった。2018 年までの動向については、2018 年ま

での動向をまとめた 2019 年版を参照。 
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